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歴
史
資
料
調
在
の
成
果

は
じ
め
に

江
戸
時
代
を
通
じ
て
越
中
の
東
本
願
寺
派
（
現
真
宗
大
谷
派
）
の
触
頭
寺
院
で
あ
っ
た
善
徳
寺

に
は
、
絵
画
・彫
刻
・什
器
類
や
文
献
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
、
か
つ
保
存
の
状
態
も
良
い
。
ま
た

寺
務
を
兼
帯
し
た
看
坊
五
か
寺
な
ど
に
も
歴
史
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
資
料

の
存
在
は
、
当
地
の
最
有
力
寺
院
で
あ
っ
た
善
徳
寺
の
歴
史
と
と
も
に
、
南
砺
地
方
を
基
点
と
し

て
形
成
さ
れ
た
真
宗
勢
力
に
よ
る
越
中
支
配
、
さ
ら
に
北
陸
の
真
宗
王
国
成
立
の
背
景
を
解
明

す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
善
徳
寺
な
ど
の
資
料
調
沓
を
徹
底
し
、
成
果
を
整
理

す
る
こ
と
で
北
陸
と
浄
士
真
宗
と
の
結
び
つ
き
を
示
す
基
礎
資
料
を
幣
え
る
も
の
で
あ
る
。

平
成

一
七
年
度
に
行
わ
れ
た
予
備
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
よ
り
精
度
の
喬
い
「
善
徳
寺
資
料

目
録
」
を
作
成
す
る
目
的
か
ら
、
平
成

一
八
年
八
月
、
大
谷
大
学
に
よ
る
本
格
悉
皆
資
料
調
査
を

行
っ
た
。
調
査
対
象
は
、
善
徳
寺
と
看
坊
五
か
寺
（
真
覚
寺
・伝
栄
寺
・恵
林
寺
・龍
勝
寺
・浄
念
寺
）

の
絵
画
・彫
刻
・工
芸
品
・調
度
品
・古
文
書
な
ど
で
あ
る
。

善
徳
寺
に
は
加
賀
藩
前
田
家
と
の
関
係
を
示
す
貴
重
な
調
度
品
を
は
じ
め
と
す
る
美
術
工
芸

品
や
真
宗
史
料
が
所
蔵
さ
れ
、
そ
の

一
部
は
富
山
県
指
定
文
化
財
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

本
報
告
書
で
は
、
資
料
目
録
に
添
え
て
、
紙
幅
の
都
合
上
、
学
術
的
・史
料
的
価
値
の
高
い
物
品
の

な
か
か
ら
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
例
数
点
に
関
し
、
そ
の
所
見
を
記
す
こ
と
に

し
た
い
。

中
世
史
料

善
徳
寺
は
蓮
如
の
開
基
に
よ
り
砂
子
坂
（
石
川
県
金
沢
市
）
に
創
建
さ
れ
、
現
在
の
南
砺
市
城

端
の
地
へ
移
り
来
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
北
陸
の
地
は
早
く
か
ら
法
然
の
弟
子
が
専
修
念
仏

を
伝
え
た
が
、
浄
上
真
宗
の
祖
師
親
翌
聖
人
が
、
い
わ
ゆ
る
承
元
の
法
難
で
越
後
国
府
へ
流
罪
と

な
っ
た
経
路
に
あ
た
る
こ
と
で
、
早
く
か
ら
教
化
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
し
て
今
日
も
浄
土
真
宗

の
信
仰
が
殊
に
篤
い
地
域
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

本
願
寺
八
世
の
蓮
如
は
本
願
寺
七
世
存
如
の
嫡
子
で
、
若
く
し
て
父
の
右
筆
と
し
て
教
化
を

助
け
た
が
、
北
陸
は
父
祖
以
来
の
有
縁
の
地
で
あ
り
、
本
願
寺
の
教
化
の
拠
点
が
次
々
と
設
け
ら

れ
た
（

一
家
衆
寺
院
）
こ
と
か
ら
、
北
陸
に
は
蓮
如
に
関
す
る
様
々
な
伝
承
が
語
り
継
が
れ
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
北
陸
の
宗
教
状
況
の

一
端
は
、
善
徳
寺
の
法
宝
物
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
従

来
は
伝
承
の
域
を
出
ず
、
善
徳
寺
に
伝
わ
る
資
料
の
全
体
か
ら
捉
え
う
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
し
、
ま
た
十
分
な
精
査
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
以
下
、
六
点
に
つ
い
て
新
所
見
を
述
べ
る
。

・「
十
字
名
号
」
（

一
七
0

-

)

善
徳
寺
の
い
わ
ゆ
る
「
開
創
五
尊
」
の

―
つ
で
、
虫
干
法
会
の
際
に
開
帳
が
あ
り
、
よ
く
知
ら
れ

た
名
号
で
あ
る
。
紺
色
地
の
絹
本
に
金
泥
で
光
明
を
放
射
さ
せ
た
十
字
名
号
で
あ
る
が
全
体
的

に
剥
落
が
激
し
い
。
未
指
定
で
あ
る
が
、
成
立
は
南
北
朝
期
頃
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
善
徳
寺
の
開
基
本
尊
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
物
品
で
あ
る
。

・「
聖
徳
太
子
」
・「
七
裔
僧
」
（
八
）

聖
徳
太
子
と
七
高
僧
の
御
影
は
、
真
宗
寺
院
に
双
幅
の
形
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
蓮
如

上
人
の
時
代
か
ら
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
聖
徳
太
子
像
は
、
定
型
化
し
て
い
な
い
段
階
の
も
の
で
、
像
容
は
法
隆
寺
像
に
近
く
、
真

宗
の
聖
徳
太
子
像
と
し
て
は
比
較
的
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
幅
と
も
に
善
徳
寺
の
「
開

創
五
尊
」
の
内
と
し
て
、
す
で
に
県
指
定
文
化
財
と
さ
れ
て
い
る
。

・「
八
祖
連
座
御
影
」
（
四
――
-)

「
八
祖
連
座
御
影
」
は
、
上
か
ら
源
信
、
法
然
、
親
喪
の
順
に
八
僧
が
描
か
れ
て
い
る
絵
像
で
あ

る
が
、
札
銘
が
剥
落
し
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
の
人
物
を
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
断
片
を

見
る
限
り
、
善
徳
寺
の
瀕
流
を
示
し
、
開
創
に
関
わ
る
も
の
と
推
断
し
得
な
い
が
、
初
期
真
宗
の

史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

・「
六
字
名
号
（
屏
風
隠
れ
御
名
号
）
」
（

一
六
八
九
）

善
徳
寺
に
伝
来
す
る
「
六
字
名
号
」
の

一
っ
。
本
件
は
、
「
屏
風
隠
れ
御
名
号
」
と
伝
承
さ
れ
、
夏

の
虫
干
で
は
蓮
如
上
人
の
事
蹟
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
度
の
調
査
で
、
蓮
如
上
人
真

筆
の
「
六
字
名
号
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

・「
六
字
名
号
」
（

一
六
八
七
）

善
徳
寺
に
伝
来
す
る
「
六
字
名
号
」
の

―
つ
で
、
親
鵞
真
筆
の
六
字
名
号
と
伝
承
さ
れ
て
い
た

が
、
調
査
に
よ
り
、
蓮
如
上
人
真
筆
の
楷
書
に
よ
る
六
字
名
号
と
認
定
さ
れ
た
。

以
上
、
善
徳
寺
の
中
世
真
宗
史
料
は
、
既
知
の
史
料
を
含
め
て
数
十
点
に
上
る
。
保
存
状
態
が

よ
く
、
学
術
的
に
貴
重
な
も
の
が
多
い
。
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近
世
史
料

恙
徳
寺
の
近
世
は
、
早
い
段
階
で
中
本
山
・頭
寺
と
い
う
地
位
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
に

近
世
善
徳
寺
で
は
住
持
の
入
寺
間
題
が
常
に
つ
き
ま
と
っ
た
。
基
本
的
に
本
願
寺

一
門
の
男
子

を
迎
え
た
が
、
し
ば
し
ば
後
継
難
に
陥
っ
た
。
善
徳
寺
は
近
世
初
期
か
ら
加
質
藩
と
の
交
際
が

あ
っ
た
が
、
嘉
永
二
年
に
は
、
加
賀
藩
主
前
田
斉
泰
の
第

一
0
男
亮
麿
が
善
徳
寺
へ
人
寺
す
る
。

善
徳
寺
に
は
、
こ
の
時
に
加
質
藩
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
豪
奔
な
調
度
品
の
数
々
が
伝
え
ら
れ
、
そ

の
多
く
は
す
で
に
富
山
県
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

天
明
八
年
（

一
七
八
八
）
、
京
都
の
本
山
（
現
東
本
願
寺
）
が
市
中
大
火
に
よ
っ
て
、
両
堂
（
御
影

堂
・阿
弥
陀
堂
）
な
ど
伽
藍
が
全
焼
し
た
。
再
建
事
業
は
、
本
願
寺
第

一
几
世
乗
如
上
人
が
志
し

半
ば
で
没
し
、
同
第
二
〇
枇
達
如
上
人
が
再
建
を
成
し
遂
げ
た
。
従
来
、
こ
の
再
建
に
関
し
て
、

史
料
的
に
各
地
の
対
応
の
実
態
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
次
の
二
点
の

発
見
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

・「
十
字
名
号
」
（

一
七
0
0
)

本
件
は
、
達
如
上
人
真
箪
の
十
字
名
号
で
あ
る
。
こ
の
名
号
軸
の
木
箱
蓋
裏
書
に
は
、
「
乗
如

上
人
之
御
代
天
明
八
年
戊
申
春
洛
中
就
大
火
両
御
堂
不
残
御
類
焼
早
束
御
再
建
被
仰
出
飛
州

山
内
之
御
木
材
／
依
御
願
四
千
六
百
七
卜
本
余
従
公
儀
御
寄
附
右
御
材
木
伐
出
従
当
御
坊
柚

等
夫
食
米
御
国
主
江
相
願
國
中
之
御
門
末
／
相
勤
メ
右
夫
食
不
残
当
御
坊
ヨ
リ
運
送
有
之
依
而

本
伐
川
下
無
滞
御
伐
木
庭
秤
達
如
上
人
之
御
代
両
御
堂
御
殿
悉
皆
御
成
就
／
御
満
足
思
召
寛
政

十
年
戊
午
秋
為
使
者
長
井
半
弥
御
指
下
九
月
廿
六
日
此
名
号
御
寄
附
之
旨
演
説
以
相
渡
依
而
記

之
」
と
あ
り
、
幕
府
よ
り
飛
騨
の
御
用
木
四
六
七

0
本
が
献
木
さ
れ
、
苦
徳
寺
が
そ
の
運
搬
人
夫

の
扶
食
米
調
達
を
加
賀
藩
に
交
渉
し
て
許
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
寛
政
(

0

年
几
月
二
六
日
再

建
成
就
の
善
徳
寺
の
功
労
に
対
し
下
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、
善
徳
寺

所
蔵
古
文
書
中
に
、
村
々
か
ら
の
夫
食
米
寄
進
に
関
す
る
史
料
が
多
数
残
存
し
、
事
実
を
裏
付
け

て
い
る
。

・「
軍
配
」
（

―二
六
九
）

軍
配
は
、
本
願
寺

―二
世
教
如
上
人
よ
り
空
勝
僧
都
が
拝
領
し
、
石
山
合
戦
に
使
用
し
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
。
軍
配
に
は
木
箱
が
備
わ
る
が
、
木
箱
は
三
ツ
葉

葵
紋
入
の
黒
塗
箱
で
、
当
初
の
軍
配
と
は
合
致
し
な
い
。
そ
の
木
箱
底
害
に
は
「
御
本
山
依
御

再
建
飛
州
／
御
材
木
御
用
米
運
送
二
付
／
御
指
下
／
日
丸
御
印
箱
／
越
中
城
端
／
御
坊
／
党
政

四
年
閏
二
月
十
五
日
」
と
み
え
、
寛
政
四
年
閏
二
月

一
五
日
に
は
す
で
に
、
善
徳
寺
が
幕
府
か
ら

日
の
丸
御
印
を
与
え
ら
れ
て
京
都
本
山
の
再
建
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
石

山
合
戦
に
お
け
る
空
勝
僧
都
の
伝
承
を
有
す
る
軍
配
が
、
献
木
運
搬
の
場
面
で
二
次
的
利
用
を

さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
学
術
的
に
貴
重
な
発
見
で
あ
ろ
う
。

寺
本
婉
雅
関
係
史
料

寺
本
婉
雅
は
、

一
八
几
九
年
、
日
本
人
で
初
め
て
チ
ベ
ッ
ト
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
、
義
和
団

（
北
清
）
事
変
の
際
に
は
睦
軍
の
通
訳
と
し
て
従
軍
、
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
語
の
大
蔵
経
（
北
京
版
『
西

蔵
大
蔵
経
』
）
を
中
国
か
ら
日
本
へ
も
た
ら
し
た
。
日
本
の
大
学
で
初
め
て
チ
ベ
ッ
ト
語
の
講
義

を
す
る
な
ど
、
チ
ベ
ッ
ト
研
究
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
文
化
の
交
流
に
寄
与
し
た
仏
教
学
者
と
し

て
知
ら
れ
る
。
寺
本
氏
の
論
文
や
学
問
は
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
人
物
や
事
禎
に
つ
い

て
は
、
従
来
、
史
料
が
不
足
し
て
お
り
判
然
と
し
な
い
。

寺
本
氏
と
城
端
は
有
縁
の
地
で
、
宗
林
寺
（
南
砺
市
城
端
）
に
い
く
つ
か
の
史
料
が
現
存
し
、
こ

の
た
び
、
善
徳
寺
か
ら
も
以
下
の
物
件
が
新
発
見
さ
れ
た
。

・「
寺
本
氏
収
集
書
典
籍
」
（

一
七
八
九
）

木
箱
貼
紙
に
「

一
、
徳
王
李
守
信
之
書
壱
幅
／

一
、
元
代
西
蔵
文
碑
／

一
、
文
殊
菩
薩
画
像
／

一
、
寺
本
先
生
法
名
／

一
、
仏
陀
三
昧
の
浄
土
往
生
観
図
式
／

一
、
西
蔵
地
図
三
枚
／
以
上
軸
物

五
本
」
と
み
え
る
。
こ
の
う
ち
現
存
す
る
も
の
は
、
「
元
代
西
蔵
文
碑
」
、
「
文
殊
菩
薩
画
蔵
」
、
「
寺
本

先
生
法
名
」
、
「
佛
陀
三
昧
中
の
浄
土
往
生
観
」
の
四
幅
で
、
「
徳
王
李
守
信
之
書
」
と
「
西
蔵
地
図
三

枚
」
は
散
逸
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
学
術
的
に
貴
重
で
あ
り
、
「
元
代
西
蔵
文
碑
」
は
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
所
蔵
品
と

一
致
す
る
。
「
寺
本
先
生
法
名
」
の
裏
書
に
、
「
昭
和
十
四
年
十
二
月
満

州
國
々
務
院
興
寄
街
の
招
聘
に
應
じ
て
渡
満
し
蒙
古
劇
哄
蔵
の
賓
院
を
調
査
し
劇
嘆
教
超
及
び

同
教
國
械
氏
束
ル
老
体
の
身
を
以
っ
て
出
國
の
小
時
追
書
在
り
」
と
記
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
は

ペ
ン
字
で
「
故
寺
本
先
生
＝
県
箪
法
名
昭
和
三
十
七
年
十

一
月
十
九
日
新
調
黙
働
会
」
と
み
え

て
い
る
。

・「
寺
本
婉
雅
将
来
品

一
式
」
(
―
ニ
―

七）

上
記
の
ほ
か
、
「
中
国
義
和
団
兵
服
」
も
寺
本
将
来
物
件
で
あ
る
。
裏
書
き
に
「
仏
厳
寺
明
治

三
士

二
年
清
国
義
和
団
什
物
用
服
従
軍
者
寺
本
寄
付
」
と
あ
り
、
従
軍
の
史
実
を
裏
付
け

る
だ
け
で
な
く
、
義
和
団
兵
服
は
資
料
的
に
珍
し
い
。

寺
本
閲
係
の
賓
料
、
ま
た
義
和
団
に
関
す
る
史
料
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
中
で
、
こ
れ
ら
の
賓

料
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。
日
本
近
代
に
お
け
る
ア
ジ
ア
文
化
・交
流
史
研
究
と
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大
谷
貞
子
関
係
史
料

下

一
階
に
は
、
大
谷
貞
子
の
迫
品
が
、
多
数
納
め
ら
れ
て
い
る
。

大
谷
貞
子
は
、
善
徳
寺
第

一
八
代
住
職
宝
香
院
の
長
女
で
、
大
正
元
年
(
-
JL
―二
）
、
第

一
九
代

住
職
成
満
院
と
結
婚
。
大
正
三
年
(
-
九
一
四
）
、
病
床
に
伏
し
、

二
五
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た
。

大
谷
婦
人
会
は
、
単
な
る
善
徳
寺
住
職
夫
人
に
と
ど
め
ず
、
貞
子
を
「
貞
子
姫
」
と
呼
び
、
大
谷
婦

人
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
没
後
早
い
段
階
か
ら
聖
性
を
付
帯
し
た
。
「
貞
子
姫
」
の
辿
品
は
、
虫

干
法
会
に
お
い
て
、
大
谷
婦
人
会
の
手
に
よ
っ
て
、
宝
物
展
観
に
お
け
る
順
路
の

一
番
目
に
あ
た

る
新
御
殿
に
展
ホ
さ
れ
、
追
品
を
解
説
し
、
「
婦
人
会
は
今
日
に
到
る
迄
遺
徳
を
お
慕
い
申
し
、
菩

提
を
弔
う
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
御
焼
香
お
参
り
下
さ
い
ま
し
」
と
締
め
く
く
る
。

大
谷
貞
子
の
追
品
は
、
賓
料
的
稀
少
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
善
徳
寺
の
虫
干
法

会
の
成
立
と
展
開
の
問
題
を
考
え
て
い
く
上
で
費
重
な
資
料
の

一
群
で
あ
る
。

法
宝
物
縁
起

善
徳
寺
の
年
中
行
事
の

―
つ
に
、
毎
年
七
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
虫
干
法
会
が
あ
る
。
虫
干
法

会
は
、
善
徳
寺
や
五
か
寺
の
僧
侶
の
手
に
な
る
法
宝
物
開
帳
と
、
善
徳
寺
近
隣
の
真
宗
門
徒
・地

域
住
民
の
手
に
よ
り
法
宝
物
の
大
部
分
が
公
開
さ
れ
る
行
事
で
あ
る
。

法
宝
物
開
帳
が
、
い
つ
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
九
年
（

一
八
九
六
）

に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
文
献
的
に
は
遡
り
得
な
い
。

法
宝
物
開
帳
は
、
「
蓮
如
絵
伝
」
の
絵
解
き
、
「
蓮
如
坐
像
」
の
開
帳
に
始
ま
り
、
諸
殿
を
巡
り
な

が
ら
「
親
翌
坐
像
」
、
「
親
翌
立
像
」
、
ま
た
「
八
祖
連
座
御
影
」、
「
聖
徳
太
子
御
影
」
、
「
七
高
祖
御
影
」
、

「
十
字
名
号
」
、
「
左
上
の
御
影
」
（
親
翌
御
影
）
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
開
創
五
群
」
の
開
帳
、
栴
棺
香
木
の

「
阿
弥
陀
如
来
立
像
」
、
善
徳
寺
第
六
代
「
空
勝
坐
像
」
と
「
軍
配
J
、
伝
法
然
真
筆
の
「
六
字
名
号
」
、
そ

し
て
「
聖
徳
太
子
二
歳
像
」
の
開
帳
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
「
祖
師
聖
人
御
影
縁
起
」
(

I

0

)

 

や
「
八
祖
連
座
御
影
縁
起
」
（
四
三
）
な
ど
、
絵
像
や
木
像
に
「
縁
起
」
が
備
わ
り
、
開
帳
の
作
法
も
ま

た
縁
起
拝
読
の
上
に
、
法
話
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
万
人
講
志
を
募
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
縁
起
」
は
法
宝
物
虫
干
展
観
に
お
い
て
も
披
露
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
六
字
名

号
縁
起
」
（

一
六
八
六
・屏
風
隠
御
名
琥
）
や
「
中
河
内
大
蛇
済
度
名
号
縁
起
」
（
一
六
九

一
）
が
そ
れ

で
あ
る
。
ま
た
宝
物
館
に
も
「
紺
地
金
泥
大
般
若
経
縁
起
」
（
四
八
二
）
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

し
て
学
術
的
に
内
外
に
重
要
な
発
見
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
「
糸
引
名
号
縁
起
」
（

一
六
）
五
）
、
「
六
字
名
号
縁

起
」
（
一
六
八
九
・屏
風
隠
御
名
暁
）
、
「
六
字
名
号
縁
起
」
(
-
六
八
八
・教
如
上
人
六
字
眸
琥
）
、
「
六

字
名
号
縁
起
」
（

一
六
九

0
・教
如
上
人
六
字
尊
琥
）
、
「
八
祖
連
座
御
影
縁
起
」
（
四
二
）
、
「
八
祖
連
座

御
影
縁
起
」
（
四

一
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
同

一
の
伝
承
を
有
す
る
物
件
が
二
点
以
上
存
在
す
る
こ

と
、
現
在
は
語
ら
れ
な
く
な
っ
た
縁
起
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
近
隣
の
井
波
別
院
瑞
泉
寺
に
も
み

ら
れ
る
巡
回
布
教
を
鑑
み
れ
ば
、
布
教
の
あ
り
方
や
地
域
性
、
虫
干
法
会
の
歴
史
的
変
遷
を
考
え

る
上
で
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
「
縁
起
」
の
中
に
「
明
治
天
皇
よ
り
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
よ
う

に
、
多
く
は
大
正
以
降
の
成
立
と
思
わ
れ
る
が
、
城
端
地
域
の
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
伝
承
が
そ

の
基
盤
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
と
め
城
端
別
院
善
徳
寺
が
、
城
端
地
域
の
住
民
は
も
と
よ
り
本
山
や
加
袈
藩
な
ど
と
い
か
に
関
係

し
な
が
ら
今
日
に
至
っ
た
か
は
、
現
存
す
る
資
料
群
か
ら
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
真
宗
に

関
す
る
法
宝
物
や
荘
厳
具
な
ど
が
多
数
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、

上
述
の
物
件
以
外
に
柳
宗
悦
と
の
結
び
つ
き
に
よ
る
地
域
性
を
も
っ
た
民
芸
品
も
多
数
伝
来
し

て
い
る
。

善
徳
寺
の
法
宝
物
の
多
く
は
豊
か
な
伝
承
世
界
と
結
合
し
、
伝
承
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
も
の
が
多
い
こ
と
も
特
徴
の

―
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
蓮
如
と
の
関
係
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
、
北
陸
・城
端
の
地
域
性
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

真
宗
関
係
資
料
か
ら
は
、
真
宗
寺
院
と
し
て
の
法
儀
・法
脈
の
継
承
、
あ
る
い
は
真
宗
門
徒
の

真
宗
信
仰
や
在
地
伝
承
な
ど
宗
教
的
側
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
北
陸
真
宗
の
定
型
の

―
っ
と
い
え
よ
う
。
ま
た
亮
麿
の
調
度
品
か
ら
は
、
前
田
家
と
の
交
際
の
実
態
と
そ
の
生
活
だ

け
で
な
く
、
大
谷
貞
子
関
係
資
料
と
併
せ
、
お
お
む
ね
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
城
端
別

院
の
財
政
再
建
整
備
事
業
を
背
景
と
し
た
別
院
と
門
徒
の
対
応
が
、
虫
干
法
会
と
し
て
今
日
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
虫
干
法
会
と
い
う
年
中
行
事
が
、
図
ら
ず
も
今
日
に

ま
で
貴
重
な
法
宝
物
の
散
逸
を
防
ぎ
、
手
入
れ
し
、
そ
の
縁
起
を
語
り
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
と
思

址
さ
れ
る
。
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